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新
し
い
民
生
委
員
の
紹
介

　

10
月
1
日
付
け
で
、
つ
ぎ
の
人
が
民

生
委
員
・
児
童
委
員
に
な
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す（
敬
称
略
）。

○
堀
内　

美
栄
子　

☎（
43
）
6
8
2
5

担
当
区
域　

西
2
丁
目
・
大
字
幸
手
の

一
部

問
合
せ　

社
会
福
祉
課
☎（
42
）8

 
4
 3 

5
・
（
43
）5
6
0
0

マ
ッ
サ
ー
ジ
敬
老
奉
仕

治

療

の

お

知

ら

せ

　

幸
手
地
区
視
力
障
害
者
協
会
に
よ
る

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
マ
ッ
サ
ー
ジ
敬

老
奉
仕
治
療
を
実
施
し
ま
す
。

と
き　

12
月
1
日（
金
）午
前
10
時
～
正
午

※
１
人
に
つ
き
30
分
程
度

と
こ
ろ　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人

定
員　

20
人（
申
込
み
順
）

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

タ
オ
ル（
手
ぬ
ぐ
い
サ
イ
ズ
）

申
込
み　

11
月
27
日（
月
）
ま
で（
電
話

申
込
可
）

問
合
せ　

社
会
福
祉
課
☎（
42
）
8

 
4
 3 

5
・
（
43
）5
6
0
0

育
児
休
業
者
の
入
所
事
前

申
込（
予
約
制
）に
つ
い
て

　

育
児
休
業
か
ら
平
成
30
年
度
中
に
復

帰
す
る
場
合
の
、
保
育
所
入
所
事
前
申

込
み（
5
月
以
降
入
所
の
予
約
）を
受
付

け
し
ま
す
。

対
象
の
保
育
所　

第
一
、
第
二
、
第
三　

保
育
所

対
象　

平
成
29
年
4
月
2
日
か
ら
平
成

30
年
4
月
1
日
ま
で
の
間
に
出
生

し
た
、
ま
た
は
出
生
す
る
予
定
の

乳
児
の
保
護
者
で
、
平
成
30
年
度

中
に
育
児
休
業
か
ら
復
帰
す
る
人

受
付
け　

12
月
11
日（
月
）～
16
日（
土
）

に
申
込
書
を
提
出

※
4
月
分
の
入
所
申
込
み
と
一
緒
に
審

査
を
し
ま
す
。

※
申
込
者
全
員
が
入
所
で
き
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
確
認
す
る
か
、
子
育
て
総
合

窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

子
育
て
総
合
窓
口（
ウ
ェ
ル

ス
幸
手
内
）☎（
42
）8
4
5
7

女

性

に

対

す

る

暴
力
を
な
く
す
運
動

　

内
閣
府
で
は
、
11
月
12
日
～
25
日

を
「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」
期
間
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
常
時
、
女
性
に
対
す
る
暴
力

な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
の

で
、
一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
受
付　

月
曜
～
金
曜
日
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
15
分

※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

※
緊
急
時
に
は
警
察
署
に
1
1
0
番
し

ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

人
権
推
進
課　

内
線
1
 6 

2
・
（
44
）0
2
5
7

県
議
会
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

条
件　

平
成
27
年
1
月
1
日
以
降
に
県

内
で
撮
影
さ
れ
た
未
発
表
の
も
の

申
込
み　

11
月
16
日（
木
）午
後
5
時
必

着
※
テ
ー
マ
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
議
会
事
務
局
政
策
調
査
課

☎
0
4
8（
8
3
0
）6
2
5
7

今

月

の

納

税

な

ど

国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　

第
5
期

介
護
保
険
料　
　
　
　
　
　
　

第
5
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　

第
5
期

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
人
は
、
残
高

不
足
な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
夜
間
納
税
相
談

と
き　

11
月
10
日（
金
）
午
後
5
時
15

分
～
9
時

と
こ
ろ　

納
税
課

▼
休
日
納
税
相
談

と
き　

11
月
26
日（
日
）午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時

と
こ
ろ　

納
税
課

最
終
日
曜
日
市
役
所
開
庁

　

毎
月
最
終
日
曜
日
午
前
8
時
30
分
～

午
後
5
時
、
市
役
所
の
一
部
を
開
庁
し
ま

す
。
11
月
は
26
日（
日
）で
す
。

開
庁
窓
口　

市
民
課
、
保
険
年
金
課
、

税
務
課
、
納
税
課

上
下
水
道
料
金
夜
間
窓
口

　

毎
月
、
夜
間（
午
後
8
時
ま
で
）に
上

下
水
道
料
金
を
納
入
で
き
る
よ
う
第
2

浄
水
場
を
開
庁
し
て
い
ま
す
。
11
月
は

28
日（
火
）で
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

水
道
管
理
課
☎（
48
）
0
0
5   

　

0
・

（
48
）
0
1
2
0

　

9
月
の
週
末
に
実
施
し
た
民
具
資
料

館
の
一
般
公
開
に
合
わ
せ
、
郷
土
資
料

室
で
栽
培
し
た
藍
の
葉
を
使
っ
た
体
験

メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
入
れ
て
み
ま
し
た
。

そ
れ
が
「
藍
の
た
た
き
染
め
」
体
験
で

す
。

　

幸
手
で
綿
が
栽
培
さ
れ
、
家
々
で
木

綿
が
織
ら
れ
て
い
た
り
、
養
蚕
が
盛
ん

に
行
わ
れ
た
こ
ろ
、
出
荷
で
き
な
い
玉

繭
で
絹
が
織
ら
れ
た
り
し
て
い
た
こ
と

が『
幸
手
市
史 

民
俗
編
』
に
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

明
治
時
代
後
期
、
幸
手
で
産
出
さ
れ

る
白
木
綿
が
「
幸
手
白
」と
呼
ば
れ
、
そ

の
生
産
量
は
年
間
36
万
反
に
も
上
っ
て

い
ま
し
た
。
機
織
り
が
経
済
を
支
え
た

時
代
が
幸
手
に
も
あ
っ
た
の
で
す
。

　

紺こ

う

や屋
は
、
そ
う
し
た
白
木
綿
の
生
地

を
好
み
の
色
に
染
め
て
く
れ
る
藍
染
め

の
職
人
で
、
幸
手
の
町
場
に
多
く
あ
っ

た
よ
う
で
す
。
屋
号
が
「
こ
う
や
」と
い

う
お
宅
は
、
今
で
も
あ
り
、
染
め
物
を

し
て
い
た
家
だ
と
分
か
り
ま
す
。

　

藍
染
め
に
欠
か
せ
な
い
藍
の
生
産

は
、
幸
手
で
も
、
古
く
か
ら
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。
外
国
府
間
の
旧
家
に

守
り
伝
え
よ
う
！

み
ん
な
の
文
化
財

藍
の
た
た
き
染
め

　
　
　
　
体
験
学
習
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■
9
月
の
幸
手
市
内
の
消
防
出
動
件
数
／
救
急
車
出
動
件
数
1
9
6
件（
急
病
1
1
3
件
、
交
通
事
故
24
件
、
そ
の
ほ
か
59
件
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
災
発
生
件
数
3
件

　
火
災
と
救
急
は
1
1
9
番〔
火
災
発
生
時
の
お
問
い
合
わ
せ
は
☎（
42
）9
1
1
9（
幸
手
消
防
署
）〕

埼
玉
県
最
低
賃
金
の
改
定

　　

県
の
最
低
賃
金
が
10
月
1
日
か
ら
時

間
額
8
7
1
円
に
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
低
賃
金
は
、
県
内
で
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

※
な
お
、
業
種
に
よ
っ
て
は
、
特
定（
産

業
別
）最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

埼
玉
労
働
局
賃
金
室
☎
0
 4 

8
（
6
0
0
）
6
2
0
5

　

多
重
債
務
無
料
相
談
会

と
き　

①
11
月
20
日（
月
）　

②
22
日

（
水
）午
前
10
時
～
午
後
4
時

と
こ
ろ　

①
越
谷
市
中
央
市
民
会

館（
越
谷
市
越
ヶ
谷
4

-

1

-

1
）　
　

②
県
セ
ン
タ
ー
春
日
部
支
所（
春
日

部
市
大
沼
1

-

7
6
）

定
員　

6
組
／
日（
申
込
み
順
）

予
約
期
間　

11
月
1
日（
水
）
～
開
催

日
前
日
午
前
10
時
～
午
後
4
時（
土

曜
・
日
曜
、
祝
日
を
除
く
）

予
約
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
　

☎
0
4
8（
8
6
3
）2
8
6
0

※
予
約
期
間
以
外
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

県
消
費
生
活
課
☎
0
4
8（
8 

3
0
）2
9
3
5

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ

イ

ン

」
強

化

週

間

　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
と
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
女

性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

に
つ
い
て
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
を
設
定
し
、

専
用
電
話
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
ま

す
。

と
き　

11
月
13
日（
月
）
～
19
日（
日
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

※
11
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）は
午
前

10
時
～
午
後
5
時

専
用
電
話
☎
0
5
7
0（
0
7
0
）8
1
0

相
談
担
当
者　

法
務
局
職
員
、
人
権
擁

護
委
員

問
合
せ　

さ
い
た
ま
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
☎
0
4
8（
8
5
9
）3
5
0
7

行
政
書
士
無
料
相
談
会

と
き　

11
月
21
日（
火
）
午
後
1
時
30

分
～
4
時

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
2
階
第
2

会
議
室

内
容　

相
続
、
遺
言
、
生
前
贈
与
、
金

銭
貸
借
な
ど
の
問
題
、
会
社
設
立
、

農
地
転
用
、
交
通
事
故
示
談
な
ど

問
合
せ　

埼
玉
県
行
政
書
士
会
春
日
部

支
部
☎
0
4
8（
8
1
2
）5
0
9
2

不
動
産
無
料
相
談
室

と
き　

11
月
7
日
（
火
）
・
12
月
5
日

（
火
）
午
後
1
時
～
4
時
（
毎
月
第
1

火
曜
日
）

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
1
階
第
5

会
議
室

内
容　

不
動
産
取
引
に
つ
い
て
の
困
り

ご
と
、
分
か
ら
な
い
こ
と
な
ど

問
合
せ　

（
公
社
）
埼
玉
県
宅
地
建
物

取
引
業
協
会
埼
葛
支
部
☎（
31
）

1
1
5
7

建

築

無

料

相

談

室

と
き　

11
月
7
日
（
火
）
・
12
月
5
日

（
火
）
午
後
1
時
～
4
時
（
毎
月
第
1

火
曜
日
）

と
こ
ろ　

市
役
所
第
二
庁
舎
1
階
第
5

会
議
室

内
容　

建
築
物
の
新
築
・
増
築
・
改
築
・

リ
フ
ォ
ー
ム
・
耐
震
相
談
な
ど

問
合
せ　

建
設
埼
玉
埼
葛
地
区
本
部
☎

（
34
）
3
3
3
5
、
埼
玉
土
建
久
喜

幸
手
支
部
☎（
59
）
3
8
1
2
、（
一

社
）
埼
玉
建
築
士
会
杉
戸
支
部
・
幸

手
部
会
☎（
48
）0
8
7
5

平
成
30　
年
版
県
民
手
帳
販
売

販
売
期
間　

12
月
15
日（
金
）ま
で

販
売
場
所　

政
策
調
整
課（
市
役
所
本

庁
舎
2
階
）、
電
算
室（
市
役
所
第
二

庁
舎
2
階
）、
な
ら
い
ち（
中
1
丁

目
）、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
幸
手
緑
台

店
、
Ｊ
Ｏ
Ｙ
Ｆ
Ｕ
Ｌ
‐
2
（
上
高
野
）、

Ｔ
Ｉ
Ｍ
Ｅ 

Ｃ
Ｌ
Ｉ
Ｐ（
上
高
野
）、

Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｔ
Ａ
Ｙ
Ａ（
上
高
野
）

サ
イ
ズ　

縦
14
㎝
×
横
9
㎝

種
類　

①
表
紙
が
黒
で
月
間
予
定
表
が

横
罫
式　

②
表
紙
が
グ
レ
イ
ッ
シ
ュ

ブ
ル
ー
で
月
間
予
定
表
が
升
目
式

販
売
価
格　

各
5
0
0
円（
税
込
み
）

問
合
せ　

政
策
調
整
課　

内
線
6
8
3
・

（
43
）
1
1
2
2

葛
西
用
水
路
の
冬
期

試
験
通
水
の
お
知
ら
せ

　

平
成
29
年
度
葛
西
用
水
路
の
冬
期
試

験
通
水
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
利

根
川
の
流
れ
の
状
況
や
工
事
な
ど
に
よ

り
変
更
が
あ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

通
水
期
間　

10
月
1
日
～
平
成
30
年
3

月
31
日

通
水
量　

毎
秒
1
・
3
～
2
・
1
㎥

通
水
ル
ー
ト　

葛
西
用
水
路（
毎
秒　

1
・
3
～
2
・
1
㎥
）　

北
側
用
水

路（
毎
秒
0
・
1
㎥
）　

中
郷
用
水
路

（
毎
秒
0
・
3
～
0
・
5
㎥
）　

南

側
用
水
路（
毎
秒
0
・
3
㎥
）

問
合
せ　

葛
西
用
水
路
土
地
改
良
区　

管
理
課
☎（
47
）3
8
1
1

労

働

保

険

適

用

促

進

強

化

期

間

　　

労
働
保
険（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）

は
、
政
府
が
管
理
・
運
営
す
る
強
制
加

入
の
保
険
制
度
で
、
労
働
者
の
業
務
上

の
負
傷
や
失
業
の
際
に
必
要
な
保
険
給

付
を
し
て
い
ま
す
。

　

原
則
、
労
働
者
を
一
人
で
も
雇
用
す

る
事
業
主
は
、
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
未
加
入
の
事
業
主
は
、
加

入
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

埼
玉
労
働
局
労
働
保
険
徴
収

課
☎
0
4
8（
6
0
0
）6
2
0
3

乱開発抑止一斉パトロールを実施します【11 月 14 日（火）午前 10 時から】
　市では、圏央道幸手インターチェンジ周辺の乱開発を抑止するため、県の関係機関と連携して一斉パトロールを実施します。
緑豊かで美しい田園風景の保全のため、ご理解とご協力をお願いします。　　問合せ　都市計画課　内線 565・（43）7656

残
る
「
藍
葉
買
入
明
細
帳
」
に
よ
る
と
、

明
治
30
年（
1
8
9
7
）10
月
に
は
平
須

賀
や
現
在
の
久
喜
市
・
加
須
市
な
ど
か

ら
1
日
当
た
り
3
0
0
か
ら
6
0
0
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
藍
葉
を
買
い
入
れ
て
い
ま

し
た（『
幸
手
市
史 

通
史
編
Ⅱ
』よ
り
）。

　

ま
た
、
千
塚
の
旧
家
は
、
深
谷
市
や

そ
の
周
辺
か
ら
船
で
輸
送
し
た
藍
葉
や

藍
玉
を
、
権
現
堂
河
岸
を
経
由
し
て
仕

入
れ
る
藍
問
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
明

治
20
年
代
の
古
文
書
か
ら
分
か
っ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
家
で
は
、
仕
入
れ
た

藍
葉
や
藍
玉
を
当
時
の
菖
蒲
や
騎
西
、

加
須
、
栗
橋
な
ど
の
紺
屋
に
販
売
し
て

い
ま
し
た
。
幸
手
の
藍
問
屋
が
、
青
縞

と
呼
ば
れ
た
藍
の
染
め
物
の
生
産
を
支

え
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

た
た
い
て
布
に
染
め
た
藍
の
葉
は
、

鮮
や
か
な
緑
で
す
が
、
し
ば
ら
く
た
つ

と
深
い
青
の
縹

は
な
だ
い
ろ

色
に
変
わ
り
ま
す
。
本

格
的
な
藍
染
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

自
分
で
布
を
染
め
る
体
験
が
、
幸
手
の

歴
史
と
文
化
を
考
え
る
き
っ
か
け
と
な

れ
ば
幸
い
で
す
。　

問
合
せ 

社
会
教
育
課 

内
線
6
4
3
・
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